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2. 顔面骨外傷例
水流英雄
交通事故Kよる左頬骨及び上顎骨々折患者で
peroral fC上顎洞前壁を削除，洞内より移動せる骨
を挙上整複し，ガーゼタンポンで固定した 1症例に
就き述べた。
昭和 30年 1月より本年 5月までに顔面外傷後民
来院した 112名の中顔面骨K変化を認めた 39名花
就て観察した。患者は男 34名，女 5名で 16才から 
30才が過半数を占める。部位別には鼻骨 25例，上
顎骨  11例，-頬骨 9例で，治療の対象となるのは主に
鼻骨の変化で，との場合鼻背変形を主訴とするもの
が大部分である。頬骨及び上顎骨K変化を認める例
は陳旧なもので，継続する鼻症状及び顔面変形を主
訴としている。いずれの場合も受傷後早い程その処
置は容易である。原因では交通事故が多く今後の患
者増加が推察される。
追加 奈良四郎(成田日赤)
17才の男子。アイススケ{ト場で転び右頬部を打 
つ。鼻出血と頬部腫脹の去らぬ為副鼻腔根治手術を
施行す。上顎骨顔面壁側方，眼寵壁より血然子しにか
けて，叉眼宮下神経孔を中心l乙骨の断裂と壊死が認
められた。
質問 斎藤宗寿(横須賀共済)
鼻骨整復の翌日 K叉少1-曲っている事がある。之
を防ヤtζは固定法其の他どうしたらよいか。
応答北村武
鼻骨の単純な骨折の場合は鼻背の両側で離断し過 
剰に復位してタンポンをする。 Josephの方法なら
ば完全であるがそれ程の必要はない。複雑骨折等で
は Rhinoplastyの際に用いる如きギプス・ガーゼ
が必要である。(
追加、斎藤宗寿(横須賀共済)
陳{自性外傷性斜鼻 K北村教授の  paranasales 
Methodeを用いて整復し成功した 1例を追加。 
3. 興味ある組織像を呈した濡胞性歯牙嚢腫の 
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6才男子の右上顎骨に見られた鴻胞性歯牙嚢腫
で， 2箇の埋伏歯を含有， 1箇は犬歯様で眼寵壁に
接し，他は梨子状孔縁Kあった。それを組織学的に
見ると，単房性で壁内上皮は大部分が脱落し，比較
的壁の厚い含歯部に於ては重層扇平上皮が増殖して
索状をなし結合織中氏入り込んでいた。上皮欠損は
先行の炎症が関与しうるであろう。叉上皮増殖の機
転は判然としないが，発生的には本症は球部腫と同
類であるから後者との移行型と云うように考えても 
よいかもしれない。叉多歯性のものの説明には二つ
の嚢腫の融合が考えられる等々を考按した。本例は
多歯性の暗部麗的な上皮増殖を示す鴻胞性歯手嚢腫
であっ?こ。 
4. 耳下腺皮様嚢腫の 1例
徳丸 裏
患者は 38才の女子で 1年半前より右耳下腺部が
腫脹して来た。鶏卵大の精固い腫癌が右耳下腺部に
あり，レ線像では耳下腺内 K境界鮮明な陰影があり
之によって腺は外側に強く圧排されていた。手術に
よりよく被包化された腫癌を耳下腺内より摘出，組
織学的に嚢腫壁は皮膚様の構造を示し，附属器の発
育はなかったが，上皮下と可成り明瞭に区別される
重層属平上皮を認めた。 DermoideZysteは卵巣等 
K出来る三陸葉性のものとこの例の様に外匪葉性の
もとがあるが後者は頭頚部K好発する。之は胎生期
に身体表面の裂目，陥凹等が閉鎖する際に皮膚匪腫
の一部が迷入したために発生すると思われるが， 乙
の例は顔面右側上顎突起と下顎突起の聞に皮膚匹腫
が迷入して出来たものと推論した。
5. 顎下腺割出後にみられた口腔底嚢腫例
高橋柳子
顎下腺唾石症で腺及びワ Jレトン氏管の全尉を行な
った後合併症として口腔底に嚢腫を生じた 3例を経
験した。嚢腫は口腔底癒痕部から舌下部死腔K拡が
り組織学的には非上皮性で，舌下腺貯溜嚢腫と考え
られた。嚢腫の発生を防ヤ lとは手術時口腔底の処理
に注意する事が必要で，更に顎下神経節の別出によ
り舌下腺の分泌抑制を起す事が出来る。嚢腫が小な
る時は永久排粧痩造設，大なる時は嚢腫剃出と永久
排世凄造設を行なう。
質問斎藤宗寿(横須賀共済)
腺と共にワ氏管も摘出する理由は如何。
応答北村武
必要のあるものはとる。ないものはとらない。病
変の拡がりの程度によるわけである。
追加奈良四郎(成田日赤〉 
11例の唾石中 2例が顎下部蜂案織炎で来院。切
開，排膿によって唾石を発見し原因を知った。之等
睡石は何れも長く(約1.5，2.0 cm)，移行部に達し
